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ジ
ャ
ン
ク
・
マ
リ
タ
ン
の

造
形
芸
術
」
概
念

「
キ
リ
ス
ト
教
的

高

岡

省

　
ス
コ
ラ
存
在
論
に
基
づ
く
「
詩
的
洞
察
」
概
念
と
、
カ
ト
ジ
ッ

ク
神
学
に
基
づ
く
「
義
．
化
論
」
の
双
方
を
同
時
に
両
立
し
得
る
事

実
の
主
張
と
し
て
認
め
る
な
ら
ば
、
ド
ガ
、
ア
ン
グ
ル
以
蔚
と
そ

れ
以
後
に
お
い
て
、
　
「
キ
リ
ス
ト
教
的
造
形
芸
術
」
概
念
が
変
化

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
男
8
艮
δ
庸
ω
号
㌶
慰
。
傍
δ
①
管
鎧
窪
①
ω
①
ω
ω
巴
ω
9
器
α
）
よ
り

○
冨
無
ぞ
①
圃
纂
巳
江
。
⇒
言
》
巴
酔
㊤
旨
伽
℃
o
曾
曼
（
H
ゆ
0
節
）
ま
で
の
発

表
の
間
、
マ
リ
タ
ソ
は
右
の
結
論
に
到
達
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
但
し
、
　
「
詩
的
洞
察
」
概
念
を
、
第
二
次
大
戦
後
の
米

国
を
中
心
と
す
る
造
形
芸
術
運
動
の
作
品
群
に
マ
リ
タ
ン
自
身
が

適
用
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
か
否
か
は
、
文
献
か
ら
察
す
る
限

り
明
瞭
で
な
い
。

　
ω
　
十
九
世
紀
後
半
以
後
の
造
形
芸
術
は
、
形
、
色
、
空
間
、

と
そ
の
泣
男
作
用
関
係
の
う
ち
に
関
心
を
と
ど
め
る
。
聖
ト
マ

ス
、
神
学
大
全
工
～
∬
、
2
7
、
／
磁
3
、
及
び
工
、
5
、
4
記
！
、

に
示
唆
さ
れ
て
い
る
如
く
、
人
問
認
識
活
動
の
中
で
、
．
、
ヲ
霊
三
〇
、
、

を
許
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
領
域
．
．
冨
。
。
器
霧
ぴ
陣
H
霧
タ
感
。
・
o
器
劉

巨
鳥
、
、
の
中
に
、
全
て
の
営
み
の
場
を
見
出
す
。
．
．
H
無
門
葺
δ
．
、
は
、

一
箇
の
、
．
塊
①
ω
。
。
①
コ
巴
ぴ
旨
ω
、
．
の
う
ち
に
、
又
同
時
に
、
無
数
の

．
．
話
。
。
。
ゆ
①
師
獣
紡
げ
ω
、
、
相
互
の
連
関
事
実
の
中
に
、
．
．
ρ
毎
餅
ω
§
ω
ぴ
購
。
ω
”
、

と
し
て
存
在
そ
の
も
の
の
属
性
、
、
．
話
郁
ミ
、
．
イ
。
凄
ヨ
．
、
．
、
ゲ
9
毎
ヨ
、
、

を
顕
記
す
る
。
　
こ
の
認
識
は
、
フ
ロ
イ
ダ
的
”
生
理
的
無
意
識
”

に
対
立
し
て
存
在
す
る
”
理
性
的
無
意
識
”
の
領
域
で
笑
現
す
る
。

こ
の
領
域
で
は
、
．
．
ω
℃
①
o
冨
。
。
一
日
窟
Φ
。
。
。
・
鋤
H
馨
色
一
㊦
o
窪
。
・
、
”
》
．
．
ぎ
8
騨
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冨
。
訂
ω
℃
霧
臨
籍
ω
、
、
植
．
、
H
口
8
鵠
Φ
0
2
ω
9
。
σ
q
Φ
器
、
、
v
が
．
．
ω
Φ
塁
簿
鳥
。
昌
①
ω
．
、
“

．
．
趙
需
葺
話
，
、
“
、
、
①
ヨ
。
訟
。
器
ω
．
．
と
一
体
の
動
態
を
形
成
す
る
。
こ
の

認
識
活
動
が
、
．
．
℃
興
ヨ
。
伽
燭
ヨ
鋤
ぴ
。
・
霞
鋤
。
ユ
。
巳
ω
．
、
で
は
な
く
．
、
H
亭

叶
一
身
○
、
、
で
あ
る
以
上
、
認
識
対
象
は
、
理
性
が
構
成
す
る
．
．
①
。
・
ω
①

三
塁
無
δ
当
行
①
、
．
そ
れ
に
働
き
か
け
る
．
．
8
け
Φ
｝
冨
。
ヨ
ω
農
q
8
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
ド
ゴ

昌
き
ω
”
．
、
、
⇔
も
b
Φ
臨
貯
ω
、
、
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
る
。
こ
の

認
識
…
方
法
は
、
聖
ト
マ
ス
の
．
．
ω
o
δ
φ
甑
缶
℃
角
ヨ
O
儒
q
営
o
O
⇔
嵩
⇔
学

錘
p
。
年
象
6
”
、
で
あ
り
、
更
に
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
．
．
。
・
。
自
運
冨

℃
霞
導
。
鳥
。
導
器
。
首
δ
昌
謡
ω
、
、
で
あ
る
。
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
か

か
る
認
識
は
、
認
識
主
体
自
身
に
よ
る
量
子
の
認
識
活
動
、
自
己

主
体
の
追
求
と
明
確
化
の
営
み
以
外
の
何
も
の
で
な
い
こ
と
が
言

わ
れ
得
る
。
こ
れ
を
「
詩
的
洞
察
扁
と
名
付
け
る
。

　
　
②
　
エ
レ
ミ
ア
書
一
二
十
一
章
、
三
十
一
～
三
十
四
節
。
　
エ
ゼ
キ

エ
ル
熊
日
三
十
工
ハ
出
早
、
　
二
十
六
節
Q
　
テ
ィ
ト
堂
豊
二
土
早
、
　
三
～
七
笛
酬
。

ロ
マ
書
八
章
、
二
～
四
節
。
に
適
用
さ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
的

解
釈
。
及
び
、
ト
レ
ソ
ト
公
会
議
義
々
に
関
す
る
議
定
。

　
　
9
や
刈
●
ρ
a
伽
の
搾
貯
。
・
臨
。
節
ぎ
冒
℃
F
馨
澹
器
①
貯
ω

O
⇔
餌
ω
斡
Φ
．

　
　
趣
き
。
勲
爵
。
ω
三
。
g
ヨ
ω
窪
℃
鑓
Φ
冨
B
9
器
酒
醤
ω
ま
。
9
。
9

首
。
。
節
。
。
話
①
ρ
巳
ε
劇
画
器
8
膨
①
ω
叶
の
。
訂
需
8
鎮
。
毎
曇
壇
？

巨
。
。
匹
p
ω
巴
簿
ω
p
。
琴
叶
臨
。
鋤
ぎ
簿
器
8
毒
茸
陣
葺
巴
。
岳

8
巨
巳
。
・
》
霞
く
9
§
聾
貯
ヨ
ω
蕩
8
9
8
Φ
ヨ
σ
q
壇
ρ
勢
Φ
Φ
け
山
？

き
凄
β
毒
号
ぎ
ヨ
○
③
図
嚢
霧
δ
津
貯
の
窪
。
。
雲
Φ
×
一
巳
註
8

餌
巨
2
。
。
》
葺
ω
評
訂
誘
ω
ω
①
。
目
ロ
曾
旨
。
・
℃
①
ヨ
〈
冨
Φ
零
§
暴
Φ
－

　
　
U
㊦
白
。
ヨ
§
閣
＄
h
。
H
ヨ
匿
。
・
8
0
紹
Φ
の
計
貯
。
。
叶
三
⇔
O
㊦
詑
8
⇒

ε
p
。
6
。
。
。
ご
。
。
讐
ω
㊦
ω
r
。
・
亀
ρ
養
8
の
ご
ω
8
ω
貯
。
F
ρ
雷

く
凱
9
8
酔
筈
8
山
○
墨
甑
器
⇒
。
毒
唐
霞
紹
圃
H
ぎ
ヨ
Φ
薮
ω
8
ω
－

簿
鋤
ρ
簿
⇒
8
ヨ
＆
。
器
隠
罠
ヨ
g
v
ω
巴
く
角
Φ
陣
窃
臨
8
亭

ロ

已
p
。
ヨ
環
さ
馨
ω
5
旨
q
ρ
1

穿
』
．
ω
三
巳
ω
量
①
昏
”
8
邑
霧
ご
．
・
臥
8
牙
巴
ω
。
㌶

冒
陰
§
凶
§
Φ
貯
。
・
叶
三
器
O
鐸
韓
㌍
〈
Φ
訂
。
♂
需
8
象
。
毎
霞
H
？

巨
隆
§
ρ
Φ
×
。
冨
雛
α
q
鑓
叶
一
節
雲
。
毘
§
ρ
澹
器
ヨ
8
吋
ら
暫
ω

8
崔
ヨ
娼
興
9
三
宕
き
ω
き
。
け
環
ヨ
島
津
融
讐
霞
鎮
聲
①
必
中
。
。

ぼ
審
q
＄
計
鋤
葺
Φ
密
ヨ
σ
q
噌
価
審
β
ρ
慈
ξ
の
臨
B
ヨ
ξ
Φ
。
。
ω
。

8
募
q
ヨ
｛
碧
○
お
ヨ
U
Φ
∵
1

（
］
－
G
Q
■
　
H
節
昌
．
　
H
O
蒔
刈
）
含

　
　
に
基
づ
き
、
義
塾
に
あ
っ
て
は
、
人
閥
本
性
そ
れ
自
身
が
、
事

実
上
、
か
つ
真
実
の
意
味
で
、
存
在
的
王
化
を
蒙
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

　
　
團
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
的
義
化
思
想
と
詩
的
洞
察
が
結
び
つ
く

と
き
、
一
九
世
紀
後
半
以
後
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
新
し

一
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い
キ
リ
ス
ト
教
約
造
形
芸
術
概
念
が
生
ま
れ
る
。
原
始
キ
リ
ス
ト

教
時
代
か
ら
中
…
世
社
会
崩
壌
ま
で
は
も
と
よ
り
、
・
文
月
云
復
興
・
バ
ロ

ッ
ク
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
創
作
者
主
体
の
自
己
自
覚
の
時

代
に
お
い
て
も
、
作
品
そ
れ
自
体
が
作
者
主
体
を
自
然
の
一
側
面

を
表
掲
す
る
事
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
作
品
は
、
文
学
的
、
哲
学

的
、
宗
教
的
、
抽
象
概
念
の
一
表
現
法
で
あ
る
に
止
っ
た
。
た
と

え
、
傍
発
的
洞
察
の
側
面
が
存
在
し
て
い
て
も
、
表
現
手
段
の
優

秀
さ
に
還
元
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
的
造
形

芸
術
と
名
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
作
贔
は
、
題
材
、
標
題
が
明
ら

か
に
キ
リ
ス
ト
教
教
義
内
容
か
ら
取
材
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
世
紀
後
半
以
来
の
造
形
芸
術
に
あ
っ
て
は
標
題
、

抽
象
的
思
想
内
容
、
即
ち
、
形
、
色
、
空
闘
、
光
、
等
の
感
覚
的

直
観
の
対
象
以
外
の
要
素
が
、
何
ら
作
品
構
成
に
形
相
層
層
m
囚
と

な
ら
な
く
な
っ
た
。
．
．
円
Φ
ω
ω
Φ
昌
。
。
ぴ
鵠
①
ω
ρ
β
倒
ω
Φ
コ
。
。
一
び
臨
①
ω
．
．
の
．
、
凹
苧

甘
三
井
。
．
、
の
中
に
反
映
す
る
謎
め
い
た
自
己
の
内
面
、
そ
の
謎
め
い

た
自
己
の
内
面
に
反
映
す
る
限
り
で
の
．
．
器
ω
ω
2
樹
影
塗
諭
鼠

子
霧
ま
｝
窃
、
．
の
、
．
ぎ
件
藷
粥
。
、
．
こ
れ
が
作
品
活
動
の
全
て
で
あ
る
。

　
自
然
世
界
と
交
流
を
持
つ
か
ぎ
り
で
の
作
者
主
体
そ
の
も
の
が

作
贔
活
動
の
全
過
程
、
及
び
作
品
の
形
相
を
構
成
す
る
時
代
に
あ

っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
義
と
い
う
理
念
的
漂
題
を
基
本
的
形
相

と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
造
形
芸
術
概
念
に
掘
聾
す
る
事
は
、
作
者
が

真
に
芸
術
的
態
度
を
採
る
事
を
の
ぞ
む
余
り
、
作
者
に
と
っ
て
致

命
的
損
失
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
義
化
は
、
真
実
の
意
味
で

人
間
の
罪
を
赦
す
の
み
な
ら
ず
、
人
間
精
神
の
存
在
的
救
済
を
も

行
な
う
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
説
の
考
え
方
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス

ト
の
救
済
力
は
、
超
自
然
的
秩
序
へ
の
入
間
本
性
の
高
揚
と
同
時

に
、
人
間
存
在
構
造
機
構
の
本
来
化
を
も
も
た
ら
す
と
い
う
義
化

論
的
立
場
に
立
っ
て
「
詩
的
洞
察
」
を
見
直
す
な
ら
ば
、

　
③
　
標
題
、
題
材
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
磯
上
で
あ
る
が
故
に

キ
リ
ス
ト
教
的
造
形
芸
術
と
呼
ば
れ
う
る
作
品
。

　
②
義
化
を
受
け
た
創
作
者
の
人
野
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
故
に
キ
リ
ス
ト
教
的
造
形
芸
術
と
呼
ば
れ
う
る
単
品

　
と
い
う
無
音
が
可
能
と
な
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
事
実
は
マ
リ
タ
ソ
に
お
い
て
は
、
義
化
の

事
実
と
岡
一
視
さ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
標
題
内
容
に
な
り
う
る

啓
示
そ
の
も
の
は
、
義
化
の
事
実
に
関
す
る
説
明
で
あ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
と
い
う
事
実
で
は
な
く
、
言
語
に
よ
る
一
解
釈
の
為
の
符

号
に
過
ぎ
な
い
。
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従
っ
て
、
十
九
世
紀
後
半
以
後
に
あ
っ
て
は
自
ら
真
の
造
形
芸

術
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
瞬
間
、
作
者
は
同
時
に
全
き
意
味
に

お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
造
形
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
個
の
芸
術
家
主
体
が
救
済
の
範
閃
に
自
己
を
置
く
と
き
、
義

化
は
思
想
で
も
な
け
れ
ば
、
た
だ
の
期
待
で
も
な
い
。
存
在
論
的

事
実
で
あ
り
。
新
し
い
神
の
法
に
お
け
る
真
の
自
由
が
、
実
際
に

復
興
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
少
な
く
と
も
、
　
「
詩
的
洞
察
」
概
念
が
適
用
可
能
な
造
形
活
動

に
関
す
る
限
り
、
　
（
ハ
ン
ス
・
ホ
フ
マ
ン
を
指
導
者
と
し
て
起
つ

た
米
国
の
新
し
い
造
形
活
動
以
後
に
関
し
て
は
、
適
用
可
能
性
が

明
ら
か
で
な
い
）
作
者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
作
品
を
創
造
し
た
い

と
い
う
意
図
を
も
つ
こ
と
は
出
来
な
い
。
あ
く
ま
で
、
　
「
詩
的
洞

察
」
に
忠
実
で
あ
り
、
　
「
詩
的
洞
察
」
に
生
き
る
こ
と
が
必
須
条

件
と
し
て
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
作
品
が
、
義
化
さ
れ
た
人
間
本
性

か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
恩
恵
の
痕
が
作
品
に
反
映
さ
れ

る
。
何
故
な
ら
、
そ
の
作
品
規
定
に
参
加
し
た
主
体
、
即
ち
理
性
、

自
由
意
志
、
身
体
条
件
、
生
活
史
、
技
術
の
一
切
が
義
化
の
事
実

を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
考
え
ら
れ

る
「
キ
リ
ス
ト
教
的
造
形
芸
術
」
は
、
そ
の
性
質
上
、
美
術
史
学

的
類
型
と
し
て
の
「
キ
リ
ス
ト
教
造
形
芸
術
」

ル
を
構
成
し
な
い
。

と
い
う
一
ジ
ャ
ン

6！


